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配布資料  
東京都気候変動対策方針について  

 （ 東 京 都 ス テ ー ク ホ ル ダ ー ・ ミ ー テ ィ ン グ H19.7 .24）  
（ 社 ） 東 京 ビ ル ヂ ン グ 協 会  

常 務 理 事  岡 本 圭 司  
１ 基 本 的 な 考 え 方  
（ １ ）地 球 温 暖 化 対 策 は 、21 世 紀 前 半 に お け る 最 大 の 国 際 的 課 題 で あ

り 、東 京 都 が 広 範 か つ 先 進 的 な 対 策 を 打 ち 出 す こ と は 極 め て 時 宜

を 得 た も の と し て 歓 迎 し 、 敬 意 を 表 し た い 。  
（ ２ ）オ フ ィ ス ビ ル の エ ネ ル ギ ー 消 費 量 は 、床 面 積 の 伸 び と ほ ぼ 連 動

し て 、1990 年 基 準 値 に 対 し 42％（ 2004 年 ）と 大 き な 伸 び 率 を 示

し て い る 。  
（ 業 務 系 で は 、 暖 冷 房 用 の 伸 び が 1 .2％ に と ど ま っ て い る の に 対

し 、 照 明 、 OA 機 器 、 冷 凍 庫 、 自 動 販 売 機 等 の 動 力 系 が 77 .2％ 、

厨 房 用 が 76 .7％ と 大 幅 な 伸 び と な っ て い る の が 特 徴 。  
な お 、最 近 の オ フ ィ ス ビ ル に つ い て は 、商 業・飲 食 な ど の 機 能

と の 複 合 化 の 方 向 。）              
オ フ ィ ス 業 界 と し て は 、 不 動 産 業 界 全 体 と し て 、（ 社 ） 不 動 産

協 会 が 策 定 し た 自 主 行 動 計 画 に 沿 っ た 取 り 組 み を 進 め る と と も

に 、（ 社 ） 東 京 ビ ル ヂ ン グ 協 会 で は 、 こ れ ま で 、 都 の 地 球 温 暖 化

対 策 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 動 に 積 極 的 に 協 力 し 、研 修 会 等 を 通 じ て ビ

ル 関 係 者 に 対 す る 普 及 啓 発 を 行 う ほ か 、ク ー ル ル ー フ 推 進 協 議 会

に も 参 画 し 、 屋 上 緑 化 等 の 推 進 を 図 っ て き た と こ ろ で あ る 。  
ま た 、（ 財 ）日 本 ビ ル ヂ ン グ 経 営 セ ン タ ー の 実 務 講 座 に お い て 、

地 球 温 暖 化 対 策 を プ ロ パ テ ィ・マ ネ ー ジ メ ン ト の 重 要 な テ ー マ の

一 つ と し て 位 置 づ け 、ビ ル 経 営 管 理 士 の 知 識 水 準 の 向 上 を 図 っ て

い る 。  
（ ３ ）今 後 、東 京 都 と も 連 携 し つ つ 、オ フ ィ ス ビ ル に お け る 地 球 温 暖

化 対 策 の 充 実 強 化 に 向 け た 対 策 に つ い て 専 門 的 な 検 討 に 着 手 す

る 予 定 で あ る 。  
 
２ 気 候 変 動 対 策 方 針 に 対 す る 意 見  
（ １ ） 省 エ ネ 法 に 基 づ く 届 出 義 務 の 徹 底  

現 行 の 建 築 物 環 境 計 画 書 制 度 （ 1 万 ㎡ 以 上 の 新 増 築 が 対 象 ） に

つ い て は 、一 定 の 成 果 が 生 ま れ て い る と 考 え る が 、一 定 以 上 の 省

エ ネ 水 準 の 義 務 付 け に つ い て は 、省 エ ネ 法 の 基 準 と の 関 係 を 含 め 、
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慎 重 な 検 討 が 必 要 で あ る 。  
大 規 模 ビ ル に の み 専 ら 対 策 の 焦 点 を 当 て る の で は な く 、 2000

㎡ 以 上 の ビ ル 全 体 に 対 し 、省 エ ネ 法 に 基 づ く 届 出 義 務 を 徹 底 す る

こ と が ま ず 先 決 で あ る 。（ 2000 ㎡ 以 上 の 新 築 ビ ル に つ い て は 、届

出 内 適 合 率 は 約 ８ ６ ％ 以 上 と な っ て い る 一 方 で 、届 出 件 数 は 約 ７

４ ％ に 留 ま っ て い る 現 状 （ 2004 年 度 実 績 ）。）  
（ ２ ） テ ナ ン ト の 役 割 の 強 化 等  
   オ フ ィ ス ビ ル に お け る 地 球 温 暖 化 対 策 に は 、専 用 部 分 に つ い て

の テ ナ ン ト の 協 力 が 不 可 欠 で あ る 。所 有 者・管 理 者 と テ ナ ン ト に

よ る 協 議 会 の 設 置 等 推 進 体 制 の 整 備 を 図 っ て い く 必 要 が あ る 。  
   東 京 都 の 地 球 温 暖 化 対 策 計 画 書 制 度（ 大 規 模 事 業 所 の 排 出 削 減

対 策 ）に お い て 、対 策 計 画 書 の 策 定 が 義 務 付 け ら れ る テ ナ ン ト の

範 囲 の 拡 大 を 検 討 願 い た い 。（ 現 行 は 、 1500kl 以 上 排 出 ま た は 床

面 積 の 過 半 を 占 め る テ ナ ン ト ）  
   な お 、現 行 の 地 球 温 暖 化 対 策 計 画 書 制 度 に つ い て は 、新 築 時 に

省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 っ た ビ ル の 方 が 不 利 な 評 価 を 受 け る 傾 向 に

あ り 、「 新 築 時 の 努 力 」 プ ラ ス 「 そ の 後 の 削 減 努 力 」 を 総 合 評 価

す る 方 式 に 改 め る べ き で は な い か 。   
（ ３ ） 中 小 ビ ル の 省 エ ネ 化 の 促 進  
   中 小 ビ ル の 省 エ ネ 化 を 促 進 す る た め に は 、複 数 の 中 小 ビ ル が 省

エ ネ 型 機 器 を 共 同 で 大 量 に 購 入 す る こ と に よ る コ ス ト 低 減 が 有

効 と 考 え ら れ る の で 、超 低 利 融 資 や 共 同 購 入 の た め の 事 務 運 営 費

へ の 助 成 な ど の イ ン セ ン テ ィ ブ を 検 討 願 い た い 。  
（ ４ ） 省 エ ネ ル ギ ー 促 進 税 制 に つ い て  

東 京 都 独 自 の 省 エ ネ ル ギ ー 促 進 税 制 に 関 し 、新 規 税 目 の 創 設 に つ

い て は 、 国 と も 十 分 調 整 を 図 り つ つ 、 慎 重 に 検 討 さ れ た い 。  
ま た 、 あ く ま で 、 税 収 中 立 を 前 提 と さ れ た い 。（ 個 人 的 見 解 で あ

る が 、例 え ば 、事 業 所 税 の 撤 廃 や 法 人 事 業 税 の 超 過 課 税 分 の 縮 減 を

行 い 、そ の 減 収 額 の 範 囲 内 で 、環 境 へ の 負 荷 に 応 じ た 課 税 を 行 う 方

式 が 考 え ら れ る 。）  
ま た 、ト ッ プ ラ ン ナ ー レ ベ ル の 省 エ ネ ビ ル（ 複 数 建 築 物 間 で の エ

ネ ル ギ ー 融 通 に よ る 効 率 化 を 含 む ）、 地 域 冷 暖 房 や 再 生 エ ネ ル ギ ー

を 活 用 す る ビ ル に 対 す る 固 定 資 産 税・都 市 計 画 税 の 軽 減 措 置 を 是 非

と も 導 入 さ れ た い 。（ な お 、 事 業 所 税 に つ い て は 、 典 型 的 な 二 重 課

税 で あ る こ と に 加 え 、国 際 都 市 東 京 の 形 成 や コ ン パ ク ト シ テ ィ 化 が

求 め ら れ 、ま た 工 場 等 制 限 法 も 撤 廃 さ れ た 今 日 、課 税 の 根 拠 自 体 が
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失 わ れ て い る こ と を こ の 際 強 調 し て お き た い 。）  
（ ５ ） 都 と 国 、 区 市 と の 役 割 分 担 の 明 確 化  
①  地 球 温 暖 化 対 策 は 、そ の 性 格 上 、国 際 社 会 に お け る わ が 国 の 立 場

や 経 済 産 業 政 策 全 体 の 中 で の バ ラ ン ス の 確 保 と い っ た 観 点 か ら 、基

本 的 に は 国 が 中 心 と な っ て 推 進 す べ き 分 野 と 考 え ら れ る が 、地 方 自

治 体 が 行 う 場 合 に も 、国 と の 密 接 な 連 携 の 下 で の 広 域 的 な 取 り 組 み

が 不 可 欠 で あ る 。  
こ う し た 観 点 か ら 、 都 と 区 市 の 役 割 分 担 を 明 確 に す る と と も に 、

都 と 区 市 の 二 重 行 政 は 、 厳 に 差 し 控 え ら れ た い 。  
 （ 区 市 の 役 割 は 、住 民 に 身 近 な 分 野 、例 え ば 、家 庭 の 省 エ ネ 化 へ の

き め 細 か な 対 応 な ど に 限 定 さ れ る べ き と 考 え る 。）  
②  最 近 、 一 部 の 区 に お い て 、 区 内 で 完 結 し た CO2 総 量 削 減 目 標 を

掲 げ 、一 定 の 建 築 行 為 等 に 対 し 協 力 金 を 賦 課 す る 条 例 を 制 定 す る 動

き が あ る が 、地 球 温 暖 化 対 策 は 限 ら れ た 区 域 で 完 結 で き る も の で は

な い こ と か ら 、国 、都 、区 市 の 密 接 な 連 携 に よ り 広 域 的 見 地 か ら 施

策 が 講 じ ら れ る よ う 、 東 京 都 の 的 確 な 指 導 を お 願 い し た い 。  
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